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整 理 番 号   2021P-930 

補助事業名  2021年度 福祉車両・就労支援車両等の整備 補助事業 

補助事業者名  特定非営利活動法人いのちのさと 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

車両を配備する当法人のA型・B型本部（同一敷地内）から、利用者の自宅までの送

迎及びA型・B型本部から施設外就労先（スーパー・リサイクル業者・農業法人・農家

等）や各種地域イベント場所（周辺地域の文化祭やフェスティバルで授産製品の実演

販売を行う）への送迎に利用します。それらにハイブリッド車という地球に優しい車

を使用していることによる環境への向上意識や飛沫感染シート導入による新型コロナ

ウイルス等の対策という身体面・心理面のケアを利用者のみならず職員にも与えるこ

とが出来ます。その結果、当法人が目指す「安心・安全な職場」へより一歩前進しま

す。 

 

（２）実施内容 

   本事業である、申請車両を使った送迎は当法人のA型・B型職員（正規職員10人・パー

ト8人）のうち正規職員8人・パート5人の計13人で曜日ごとにシフトを組み、送迎に当

たる為、該当します（正規職員3人・パート2人は現時点ではレギュラーシフトに入って

いないが、利用者の遅刻・早退やレギュラーメンバーの欠勤時に送迎を行う）。 

 

移送車4の購入（http://inotinosat.s25.xrea.com/） 

 

   
送迎時の写真 1 送迎時の写真 2 送迎時の写真 3 

  

車両の飛沫防止シート 車両の後部 

 

 

http://inotinosat.s25.xrea.com/
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２ 予想される事業実施効果 

新型コロナウイルスについては第5類に分類されたことにより以前より感染に対し

ての意識は薄れてきているがまだ感染に対しての意識が高い利用者がおり、また今夏

にかけて感染者数が拡大していることもあり、飛沫シートがあることによる安心感を

利用者に与えることが出来ている。 

またハイブリット車を社用車にしていることによる環境面への意識向上も図れてい

る。 

福祉車両が増えたことによる作業環境の整備も進んでおり、今後はより一層社会に

根付いたいのちのさとの運営が出来ると思われる。 

 

３ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 特定非営利活動法人いのちのさと 

（トクテイヒエイリカツドウホウジン イノチノサト） 

住   所： 〒779-3126 

徳島県徳島市国府町矢野325-5 

代 表 者： 代表理事 石川 聖（イシカワ ショウ） 

担 当 部 署： 本部（ホンブ） 

担 当 者 名： 代表理事 石川 聖（イシカワ ショウ） 

電 話 番 号： 088-642-0300 

F A X： 088-642-9055 

E - m a i l： inotinosato@sky.plala.or.jp 

U R L： http://inotinosat.s25.xrea.com/ 


